
 

○大山崎町建設工事等競争入札に係る予定価格及び最低制限価格の別に定める算定方法の

運用基準の規程 

平成２２年９月１日 

大山崎町規程第３号 

 

（制度適用の範囲） 

第１条 大山崎町契約規則（平成９年規則第１２号）第１３条による予定価格及び第２０

条による最低制限価格制度を適用する工事又は製造の請負に関する入札等の範囲は、次

のとおりとする。 

  ア 条件付一般競争入札、公募型指名競争入札、工事希望型指名競争入札及び指名競

争入札の設計額が１３０万円以上のもの 

  イ 業務希望型指名競争入札の設計額が５０万円以上のもの 

  ウ 物品供給等及び役務の提供入札の予定価格が５０万円以上のもの 

  エ その他、特に準用すべきと認められる上記以外のもの 

（予定価格） 

第２条 予定価格は、工事価格等に消費税相当額を加えた額とする。 

（最低制限価格） 

第３条 最低制限価格の設定方法は、原則として次の各号に掲げる工事について当該各号

に定める計算式によることとし、その割合が予定価格の１０分の９．０を超える場合に

あっては、１０分の９．０とし、１０分の７．０に満たない場合にあっては、１０分の

７．０とし、最低制限価格入札書比較価格算出の際の端数処理については、千円未満を、

切り上げ、１０分の９．０で設定する場合のみ切り捨てるものとする。 

  なお、最低制限価格算定に用いる各係数については、次の各号に定める計算式に用い

る数値を目安としつつ、工事の難易度、危険性、規模、地域性、物価の変動等を踏まえ

設定するものとする。 

また、次の各号に掲げる工事以外の工種については、工事の難易度等を踏まえ設定す

るものとする。 

  工事に伴い最低制限必要な費用＝Ｐ 

 （１）一般土木工事 

    Ｐ＝直接工事費×0.97＋共通仮設費×0.9＋現場管理費×0.9＋一般管理費×0.55 

 （２）建築工事・電気工事・通信設備工事 

    Ｐ＝直接工事費×0.9×0.97＋共通仮設費×0.9＋（直接工事費×0.1＋現場管理

費）×0.9＋一般管理費×0.55 

（３）水道工事 

    Ｐ＝材料費（管・弁類等の特殊製品費）×0.85＋材料費を除く直接工事費×0.97



＋共通仮設費×0.9＋現場管理費×0.9＋一般管理費×0.55 

 （４）測量・建設コンサルタント等業務、物品供給等及び役務の供給の提供については、

最低制限価格を設けないが、必要に応じて設定する。 

 （補則） 

第４条 この規程に定めるもののほか、必要な事項は、町長が別に定める。 

   附 則 

  （施行期日） 

 この規程は、平成２２年９月１日から施行する。 

   附 則（平成２３年規程第６号） 

  （施行期日） 

 この規程は、平成２３年４月１日から施行する。 

 附 則（平成２６年規程第１号） 

（施行期日） 

 １ この規程は、平成２６年４月１日から施行する。 

（経過措置）  

 ２ 改正後の大山崎町建設工事等競争入札に係る予定価格及び最低制限価格の別に定め

る算定方法の運用基準の規程第３条の規定は、平成２６年４月１日（以下「施行日」

という。）以後に執行する競争入札から適用し、施行日前に執行した競争入札について

は、なお従前の例による。 

   附 則（平成２８年規程第１号） 

  （施行期日） 

 １ この規程は、平成２８年４月１日から施行する。 

（経過措置）  

 ２ 改正後の大山崎町建設工事等競争入札に係る予定価格及び最低制限価格の別に定め

る算定方法の運用基準の規程第３条の規定は、平成２８年４月１日（以下「施行日」

という。）以後に執行する競争入札から適用し、施行日前に執行した競争入札について

は、なお従前の例による。 

   附 則（平成２９年規程第１号） 

（施行期日） 

 この規程は、平成２９年４月１日から施行する。 


